
 

 

講演タイトル 

月と火星に降る流れ星  

～アルテミス計画・火星衛星探査機 MMXと衝突の科学～ 

 

 

講演概要 

私たちが夜空に見る流れ星は、太陽系の小さな粒（流星体）が地球の大気に飛び込んで光

る現象です。同じ粒は、大気のない月では月面に激突して一瞬の「月面衝突閃光」を放ち、

薄い大気しかない火星でも流星として光ります。 

本講演では、流れ星を軸に、地上の望遠鏡で捉えた月面衝突閃光の最新成果、NASAのア

ルテミス計画で月面に設置される地震計（月震計）と、震源を知らせる閃光観測を組み合わ

せて月の内部構造と月誕生の謎を探る新しい試み、NASAの探査機インサイトが記録した火

星への小惑星衝突と火震、さらに火星の空に現れる流星群の話題まで、流れ星を手がかりに

月と火星の有人探査を見渡します。 

10月 20日には JAXAの火星衛星探査機 MMXが H3ロケットで打ち上げられる予定です。火

星の衛星フォボスの砂を持ち帰り、フォボスが「火星に衝突した天体のかけら」なのか「捕

まえられた小惑星」なのかを解き明かすこの計画についても、最新の様子をお伝えします。 


